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 公立大学法人宮城大学特任教員規程 

平成 24年 3月 28日 

規程第 127号 

（趣旨） 

第１条 この規程は，公立大学法人宮城大学教員人事規程（平成２１年宮城大学規程第２４号）第

４条第２号に定める特任教員の取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この規程において「特任教員」とは，次の各号に掲げる者をいう。 

一 特定の科目の授業を主として担当し，かつ，学生指導，入試作題及び採点業務，大学院生

の研究指導，研究科の運営その他宮城大学の教育研究上の業務の一以上に従事する教員 

二 学生指導，入試作題及び採点業務，大学院生の研究指導，研究科の運営その他宮城大学の

教育研究上の業務の一以上に従事する教員 

 

（任期等） 

第３条 特任教員の任期は，半年又は１年とし，再任を妨げないものとする。ただし，任用は，真

にやむを得ない事由がある場合を除き，当該特任教員が満７０歳に達する年度までとする。 

 

（特任教員の職） 

第４条 特任教員の職は，特任教授，特任准教授，特任講師及び特任助教とする。 

２ 特任教員は，教授会が必要と認め理事会が承認する場合には，当該教授会の構成員とすること

ができる。 

 

（特任教員の配置） 

第５条 特任教員は，学群等（学群，基盤教育群及び研究科をいう。以下同じ。）に配置すること

ができる。 

２ 前項の規定にかかわらず，理事会が特に必要と認める場合には，学群等以外に特任教員を配置

することができる。 

３ 特任教員の配置人数は，常時，教員定数から在職する専任教員数を減じた数を超えてはならな

い。この場合の特任教員の配置人数は，別表に掲げる換算数により算出する。 

４ 前項の特任教員の配置人数には，受託研究費，寄附金等外部資金により報酬及び旅費等の全額

を支給する特任教員は算入しない。 

 

（任用） 

第６条 特任教員の任用は，学群等に配置する特任教員については，学群等の教授会の議により選

考し，学群等の長の申出に基づいて，理事長が行う。 

２ 特任教員の任用に当たっては，従事内容，勤務条件，任期等を明示し，及び任用の成果を確認

できるようにするものとする。 

 

（勤務） 

第７条 特任教員の年間勤務日数は，別表に掲げる区分のいずれかとする。 
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２ 特任教員の勤務日数は，原則として年間勤務日数に応じて別表に掲げるとおりとする。ただ

し，１年を任期とする特任教員について，理事長が認める場合には前期と後期の勤務日数配分を

変更することができる。 

 

（服務） 

第８条 第２条第１号に規定する特任教員は，原則として学内において勤務するものとし，授業以

外の時間は，学生指導，入試作題及び採点業務，大学院生の研究指導及び研究科の運営その他宮

城大学の教育研究上の業務に従事する。これらの業務のほか，教授会等の構成員でない場合であ

っても，教授会等の求めに応じ，教授会等にオブザーバーとして出席するものとする。 

２ 第２条第２号に規定する特任教員は，学生指導，入試作題及び採点業務並びに大学院生の研究

指導及び研究科の運営については原則として学内において勤務するものとし，その他の宮城大学

の教育運営上の業務については任用の際に示す従事内容等に基づき従事するものとする。 

 

（報酬等） 

第９条 特任教員の報酬は月額とし，その額は別表に掲げるとおりとする。 

２ 前項の報酬のほか，通勤費用相当額を費用弁償として，公立大学法人宮城大学旅費規程（平成

２１年宮城大学規程第６８号。以下「旅費規程」という。）の例により支給する。 

３ 第５条の規定により特任教員を配置する学群等の長は，予算の範囲で必要に応じて旅行を命令

することができる。この場合には，旅費を費用弁償として，旅費規程の例により支給する。 

４ 前２項の支給の額の算定に当たり必要となる職務の級は次のとおりとする。 

一 特任教授 事務職給料表８級（教育職給料表４級相当） 

二 特任准教授 事務職給料表７級（教育職給料表３級相当） 

三 特任講師 事務職給料表５級（教育職給料表２級相当） 

四 特任助教 事務職給料表３級（教育職給料表１級相当） 

５ 特任教員の勤務日数は，別に定める方法により毎月確認する。 

６ 特任教員の任期内における勤務日数が，所定の日数に満たなかったときは，任期の最終月に年

間の勤務日数により精算するものとする。 

７ 特任教員が所定の日以外に勤務した場合は，報酬及び費用弁償を支給しないものとする。 

８ 特任教員には，第１項及び第２項に定めるもののほか，公立大学法人宮城大学賃金規程（平成

２１年宮城大学規程第６６号）に規定する各種手当及び公立大学法人宮城大学退職手当規程（平

成２１年宮城大学規程第６７号）に規定する退職手当は支給しない。 

 

（称号の特例） 

第１０条 第２条に定める者のほか，公立大学法人宮城大学職員の出向に関する規程（平成２２年

宮城大学規程第１０１号）に基づき退職出向する教員は，必要に応じて復職するまでの間，出向

する日の前日における職位に応じて特任教授，特任准教授，特任講師の職を称号として用いるこ

とができる。ただし，当該教員はこの称号を用いる際は宮城大学の信用を失墜する行為を行って

はならない。 

２ 前項の教員には，第２条から前条までの規定は適用しない。 

 

（委任） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，特任教員の取扱いに関し必要な事項は，理事長が別に定

める。 
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附 則（H24.3.28 第５３回理事会） 

この要綱は平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（H26.3.26 第８１回理事会） 

 この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（H27.3.25 第９４回理事会） 

この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 
附 則（H28.3.23 第 107回理事会） 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

  附 則（H29.3.22 第 120回理事会） 

 （施行期日） 

１ この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 

 （学部に係る経過措置） 

２ この規程の施行の日から学部に在籍する者が当該学部に在籍しなくなる日の属する年度の末

日までの間における改正後の公立大学法人宮城大学特任教員規程（以下「新規程」という。）

の適用については，次の表の左欄に掲げる新規程の規定中同表の中欄に掲げる字句は，それぞ

れ同表の右欄に掲げる字句に読み替えるものとする。 

第５条第１項及び第２項 

第６条第１項 

第９条第３項 

 

学群等 

 

学部，学群等 

附 則（H30.3.28 第 135回理事会） 

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 

 

 

【別表】（第５条，第７条，第９条関係） 

年間勤 

務日数 

勤務日数 
報酬月額 

(円) 換算数 

(人) 
前期 後期 特任教授 特任准教授 特任講師 特任助教 

34日 17日 17日 
98,000 

49,000 

83,000 

42,000 

78,000 

39,000 

67,000 

34,000 

0.2 

0.1 

68日 34日 34日 
197,000 

98,000 

167,000 

83,000 

155,000 

78,000 

134,000 

67,000 

0.4 

0.2 

102日 51日 51日 
295,000 

148,000 

250,000 

125,000 

233,000 

116,000 

201,000 

110,000 

0.6 

0.3 

1) 上段は，第２条第１号該当教員。下段は，第２条第２号該当教員。 

2) 報酬月額は，本法人が定める教育職給料表のうち，特任教授は４級，特任准教授は３級，特任講

師は２級のそれぞれ中位号俸の額に，換算数を乗じて得た額を四捨五入により千円単位の額とす

る。 

 


